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平成 27 年度エネルギー環境教育授業実践(案)【数学】 
 

所  属  三重大学教育学部附属中学校 

担 当 者  河合龍哉 

教科領域  中学校１年 数学科 数と式の領域における活用 

「事象の数学的な解釈とエネルギー環境問題の解決にかかる一方策(LED 球)の実践」 

      一次方程式及び資料の活用の２領域の活用として 

実施時期  平成 27 年 10～11 月頃 

 

研究概要   

 平成 25 年度は中学校２年において，ハ

イブリッド車の購入をテーマに，環境教

育の視点での実践を行った。本年度は１

年生を担当しているため，異なる学年の

教材開発が可能なことから応募したいと

考えた。 

全国学力学習状況調査において，資料

の活用・一次方程式(１年生の学習内容)

が日常生活関連の活用に課題があるとさ

れていること，を鑑み， LED 電球と白熱

球の寿命や消費電力などの比較を題材

に，研究を深めたいと考えている。 

現行の学習指導要領は，数学的操作活

動の重要性が強調されるとともに，日常

生活への活用の視点で思考力・判断力な

どについて意を注ぐよう示されている。

また，学習指導要領の趣旨を具現化した

全国学力・学習状況調査では，①日常生活

関連，②他教科関連，③数学科固有，の３

種類の活用の例が示され，特に①の充実

が急務とされている。 

そのような中，平成 27 年度全国学力・

学習状況調査数学Ｂ５は，情報の適切な

選択と判断の見地からの出題である。一

方，この構造の問題は平成 23 年度「島袋

投手」の問題を皮切りに，資料の活用の領

域の提案が続いている。 

なお，近年の流行で，「学校教育のあら

ゆる場面を通じて◯◯教育を充実させ

る」というキーワードがある。◯◯には，

道徳，環境，人権，キャリア…等の文言が

入る。そこで，数学の活用の視点を改善す

ることを第一義に置きながらも，数学の

時間に，環境教育の素地を豊かにしたり，環境教育の視点で物事を見る態度を培ったりすることをめざ

す。 

このように，具体的な日常生活関連の課題を設定し，エネルギー環境教育に資する話題を題材にして

数学的な思考を扱う授業の例を増やしたいと考えた。 

もちろん，電球に係る諸問題は，単純に電気代や寿命のみならず，様々な要因が影響するであろうが，

主に効いてくる条件を精査して理想化するなど，数学のモデル化の具体を，理想化の手順を体験させ課

題解決に数学を用いている過程を体験させながら，授業を構築したい。そして，電球の話題で用いた手

法を元に，様々な諸問題を，数学的に解釈する力を高めるとともに，電力ナビ，家庭用太陽光発電など

にも同様の手法を進んで用い調べようとする態度を育み，エネルギー環境教育を充実させたいと考える。 

平成 27 年度全国学力学習状況調査中学校数学Ｂ 

 
平成 21 年度全国学力学習状況調査中学校数学Ｂ 


